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フランス失業保険の組織機構
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序
フランスにおける失業者に対 する保障 は、基本的 に、失業保険と失業 扶助から構成されており、














“L'assurancechSmageenFrance （Unedic-Assedic ）”）̂の第2 章に依 りながら、より
詳細 に検討しようとするものである。 そのことは、「労使対等主義」の理解を深めることにも役立つ
であろう。
















11. 失 業 保 険 制 度 の 組 織 の 変 遷
失業保険 は雇用の変化にたえず適応し、その組織は数回改定された。1959 年から1979 年 まで は、
補完的な（complementaires ）二つの補償制度（systemed'indemnisation ）が共存した。一方の、社
会パート ナーの取り決め(accord ）から生まれた失業保険のUNEDIC －ASSEDIC 協約制度は手当




つ きで、期間は限定されずに支給された。 ところが、二つの制度の並存は失業者間 の差別 の源泉と
なった。失業者は、協約手当 と公的扶助 を両方受給するもの、公的扶助だけを受給するもの、協約
手当だ けを受給 するものの3 つのカテゴ リーに分かれていたが、失業者の3 分の1 は、失業 基金
（fondsdech6mage ）のない市町村 に住んでいて、いかなる公的扶助をも受け取っていなかった。
そし て、二つの制度間の補償の条件と給付の支給条件の相違 は、少しずつ規則（reglementations）を
複雑な ものにしていった。1974 年から失業率が急騰し、財政的困難が、手当の規則 の調和の欠如に
付け加わった。社会パートナーは拠出金の徴収率の引 き上げを拒否し、国に援助 を求めた。失業者
に支給 される手当総額に占める国の負担割合は減少し続けていた。1979
年 か ら1984 年 まで は 短 命 な 単 一 制 度 の 時 期 と 捉 え ら れ る。1979 年3 月27 日 の 協 約 はUNEDTC
制度と国の制度を合併した。単一制度を設立するという妥協が図られ、手当の調和が図ら



















in. 社 会 パ ー ト ナ ー の 任 務
社会パートナーは失業保険制度の真のパトロ ンである。彼ら はその制度に責任を負い、すべての
管理機関 （organismesgestionnaires.institutions とも呼ばれる）-1 つのUNEDIC 、53 のAS-SEDIC




それらの組合組織とは、労働法典 に記載されてお り、雇主の最も代表的な3 つの組織（leMEDEF
（フランス企業運動）、laCGPME （中小企業総連盟:Confederationgeneraledespetitesetmoyennesentreprises
）、ruPA （手工業連合:Unionprofessionnelleartisanale ）） と5 つの代表的な労働組合






管理運営機関（UNEDIC 、ASSEDIC 、GARP 、CSIA ）は、1901 年法に従い、非営利目的のアソ
シアシオンの地位をもつものとし て規定されている。理事会は、理事の間から、最大10 名の労使同
数で構成 される事務局（bureau ） を指名する。事務局 は、経営者代表と労働者代表から交互に、会
長（president）を指名する。会長は、事実上、制度の理事長（presidentduconseild'administration ）
である。事務局長（secretaire）は、会長とは異なる側の代表から選ばれる。理事は無報酬であ る。
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彼らには常置の事務所も現物給付もないが、通勤費と滞在費の払い戻しを受ける権利はある。理事





































している時と規則の規定（disposition）が解釈の問題を引 き起 こす時である。UNEDIC 、および社





）個別 の議定事項の手直し：CPN はまた、一般規則 （reglementgeneral ）に適合させる必要の




組みの中でその職業を取 り扱うことを必ずし も可能にしない。 解釈は必要なのであ る。 この領域に
おいて、CPN の決定 は、規則 に添付される「議定条項（protocoles）」となる。協約やその付属規則
と同様に、付属議定条項は大臣の認可 を受 けなければならない。CPN の最 も重要な39 の決議の中
に、次のものがある：①季節的失業（6 番と規則28 条）、②代替所得 と老齢手当の併給（5 番）、③自
発的辞職（10 番と10番の2 ）、④複数の会 社と契約 を結んでいるが、その一部の契約だけを失ったセー
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(1) 管理者 としての任務 ：UNEDIC は、国によって委託された資金の管理は別 として、失業保険
制度全体の管理お よび自らに託された任務一 主に（労使の）拠出金の徴収や給付の支払- の
遂行に必要な資金の管理に責任を持つ。そして、全国平衡基金（fondsnationaldecompensation ）
の管理を担当する。
（2） 研究 と将来予測 の任務：UNEDIC は国内外の雇用の領域におけるあらゆる調査・研究を行
い、雇用に関係した活動 を行う機関や公共部門との連携を確保し、それらの機関等 と協力し、
失業者の転職斡旋を促進す るように率先した行動をとる。(3)
連合統括者（federatrice）としての任務：UNEDIC は諸組織（ASSEDIC 、GARP 、CSIA ）




で 確 保 さ れ る よう にす る た め にあ ら ゆる手 筈 を と と の え る。UNEDIC は、統 計 と管 理
（controle）のために、ASSEDIC やGARP によって集められた情報を繋ぎ合 わせる。B
）UNEDIC の指導 ・管理機関UNEDIC
は50人 から成る理事会によって管理される。25人は労働団体、25人は経営者団体の出身
である。5 つの労働組合センター（CFDT,CFE-CGC,CFTC,CGTetCGT-FO ）が5 議席ずつを
占める。経営者側では、MEDEF が18 議席を占め、CGPME が5 議席、UPA が2 議席を占 める。理
事会は、2 年ごとに、内部で、労働者側と経営者側の間から交互に会長（president）を選 ぶ。理事会
は、制度の内部の運用規則 （regiesdefonctionnement ）、および特にASSEDIC やGARP の内部規
則（業務時間（horairesd'ouverture ）、 クレームの処理方式など）を定める。理事会はUNEDIC の
規約の修正 に取り掛かることができる。理事会は、例外を除 き、年に3 回開かれる。
理事会は、その内部 に、労使同数代表から構成される事務局を置くこととして、そのメンバーを
任命 する。事務局は、経営側の5 人 と労働側の5 人（各組織ごとに1 名）から構成される。 事務局
の委員は仕事に対して報酬を支払 われない。彼らはしばし ば、技術 顧問として選ばれた労働団体や
経営者団体の専従職員 であ る。UNEDIC の事務局は、月 に1 回集 まり、特に次の ことに権限 をも
つ：①ある機関（ASSEDIC 、GARP 、CSIA ）が行った決定が、法規に適合していないようにみえ
る場合、その決定を取 り消 す。 ②ある機関が正常に機能し ない場合、機関の認可 を停止する。③ASSEDIC
の数とそれらの管轄区域を決める。④UNEDIC の本部長 （directeurgeneral ） を任命 す
る。UNEDIC
事務局は、その活動 の際に、3 つの労使対等特別委員会 によって補佐される。それらの
委員会とは、情報処理準備作業労使対等委員会（CPPPI:commissionparitairepreparatoireinfor-matique
）、会計準備作業労使対等委員会（CPPC:commissionparitairepreparatoirepourlescomptes




統計調査、情報システム( さらに製品制御(mattrised'ouvrage) 、製造制御(mattrised'oeuvre) 、情
報処理操作(operationsinformatiques) に分割される)、ネットワーク、会計監査、財政、不動産問
題、予算管理、人的資源、コミュニ ケーションお よび総務。総本部(directiongenerale) は、本部長(directeurgeneral)
、失業保険収入担当副本部長(directeurgeneraladjoint) 、ASSEDIC ネットワー


























年において、53のASSEDICi ≪>が、本国領土全体、海外県、サン=ピエール=エ= ミクロ ン
（Saint-Pierre-et-Miquelon）に配置されている。それらの規模は非常に不均等である。8 つのAS-SEDIC
は地域圏を管轄とし、24は県を管轄し、12は地域圏内部地域（infraregionale）を管轄、5 つ
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は県内部地域（infr・a-departementale）を管轄、3つは部分的 に2 地方圏を管轄している。各ASSEDIC
はヽ い くつかの支所（antennes ）
ヽ 派出事務所（bureauxdetaches ）、常設窓口（permanences ）（固定
式 もしくは移動式）に分けられる。結局のところ、1998 年1 月1 日において、失業保険制度は638 の










） 企業 の加入。労働者を一人 でも雇うすべての企業は、 その人 を失業の危険に対し て保障しな
ければならない。 そこで、企業 は、企業が属する地域の失業保険制度金庫に加入の手 続きを行
わなければならない。この属地性（territorialite）の原則 は、どこでで も適用されるわけではな
い。パリ地域圏では、Paris、トlauts-de-Seine、Seine-Saint-Denis、Val-de-Marne 、Essonne、Yvelines
およびVal-d'Oise の各県の経営者は、後述のGRAP （パリ地域圏ASSEDIC 連合）に加入しな
ければならない。 また、Moselle 県の経営者はナンシー（Nancy ）のASSEDIC に加入しなけれ












金の徴収 を行う。 すなわち、経営者と労働者から拠出金を集 める。だが、経営者だけが雇主 と
労働者の二重 の拠出金の支払に責任を負う。経営者は、毎回賃金を支払う前に総賃金から拠出
金の労働者負担額 を天引 きし、それを徴収機関（ASSEDIC かGARP ）に移す。また、ASSEDIC
は次のものをも徴収する。
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）ASG （賃金保証協会:Associationpourlagarantiedessalaires ） は企業が支払停止を宣言
した場合（裁判による再建）に賃金を支払うが、ASG が管理するFNGS （全国賃金保証基金:Fondsnationaldegarantiedessalaires
）の財源となる負担金（cotisation）、4








）近年の権限の委譲。1998 年1 月1 日から、求職者 は、それ以前のようにANPE'2 ）に対して
でなく、ASSEDIC に対して登録しなければならな くなった。ANPE の求職者登録の業務のASSEDIC
へ の 移 転 は1993 年12 月 の5 ヵ年 法 に 端 緒 が あった。こ の 法 律 は、「ANPE とUNEDIC
の間 のより緊密な連携」のためにイニシアチヴがとられるよう示唆した。だが、1994
年のIGAS （社会問題総監督官:Inspectiongene 「aledesaffairessociales 」 の報告は両者
の任務の明確化 を求め、雇用の一大公共サービスを設立するべくUNEDIC とANPE 両組織
を合併しようという考えを却下した。その後 も両者の連携を追求する動きは続 き、1995年1 月
に、UNEDIC 事務局 はANPE との合意に基づき、9ヶ月間、求職者登録を試験的に行うこと
を決定した。1996 年7 月4 日に調印さ れ、翌97 年1 月13 日のアレ テで承認 されたANPE とUNEDIC
の間の協約は、求職者登録のASSEDIC への委譲を定めた。労働法典を修正す る、
登録方法に関する省デクレ（decretministeriel）が1996 年11 月に公布され、ASSEDIC 全体が1997
年の間 に徐々に登録手続 きを引 き受 けていった。こうした登録業務はASSEDIC によっ
てANPE の口座 に向けて行 われた。求職者登録の委譲は、手続 きの簡素化、手当請求の審査
の迅速化、求職者支援の地 方雇用事務所であるASSEDIC を中心に据 えることを目的 として
いた。 だが、求職者の「リストの管理」 とりわけ求職者を抹消する権限は、これまで通り、ANPE
だけが公共機関 として、保持し続けた13）。b
）登録の方法。失業保険の状況 がなんであ れ一 補償を受 けられても、受 けられなくても
ー 、求職者は登録 のためにASSEDIC に出頭しなければならない。自ら出頭することが義
務である。彼は、登録 と手当の請求 を兼ねた独自の書類 に記入する。 登録のために提出する
書類は、身分証明書と住所を証明 するものだけである（EU 以外の国の国民の場合、労働許可
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資格 （titred'accesaumarchedutravail ）が追加 される）。手当の請求のた めには、求職者は




職者はASSEDIC での手続きの20 日後 に、義務的な職業面接のために、ANPE に出頭しなけ
ればならない。多くの場合、求職者は失業保険 に自分の状況を記入するときに、手当を受 け
取れるかどうかや、場合によっては、手当の額を知らされる。6ヵ月後 に再登録が行 われる場
合、求職者自身は出頭せずに、遠距離の場合は、郵便や情報通信一 一近 くに受け入 れサ イト
のない農村地域の役場の「公共 ポイント」に原則として置かれている、あ るいは若干の支所
（antennes）かヴァーチ ャル窓口（visioguichets） の入口に（danslesasd'entree ）置かれて
いるミニ テル、音声電話 サーバー（serveurstelephoniquesvocaux ）、双方向端末- を使っ
て再登録 を行うことができる。c






さらに、55 歳未満の手当受給者の求職活動の実情 についての監査が4 ヶ月毎に行わ れる。122
日目の検査と呼ばれる。失業 者が常に仕事を探しているということを、彼を面接 に呼び出
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た任務 を実行するために、コンピュータを利用できるようにすることである。CSIA はASSEDIC を
情報処理の面で技術的、機能的に援助する（製品の開発、 ソフトウェアのヴァージョンアップ、修
理…）。CSIA はまた、雇用や失業 に関係する活動を行っている様々な組織とのコンピュータ利用の
面 での連繋（liaisonsinformatiques ）を担当し、ANPE とDRTEFP とDDTEFP に対して、全国レ
ベルでのコンピ ュータ利用を保証している。CSIA は、GIDE 協約 （conventionsGIDE ）と呼ばれ
る協約で定義された原則 と条件に従って、UNEDIC とANPE に共通な求職者カードを管理してい
る。ANPE は1997 年に協約のためとしてUNEDIC に4 億3700 万フランを支払った。B
）CSIA の規約と組織CSIA
は、アソシアシオンの地位を有し(astatutassociatif) 、加盟ASSEDIC の理事会の代表か
ら構成される労使同数代表制の総会を招集する。総 会は過去の事業 年度の会計報告につい て裁定を
下し、労使対等の理事会を選出する。2 年ごとに、理事会はそのメ ンバーの中から、労働者の代表と
経営者の代表を交互 に会長（president）に選ぶ。各CSIA の所長（directeur）は、CSIA の理事会の
評議を経たのちに、UNEDIC の本部長（directeurgeneralderUnedic ）の提案によりUNEDIC 事
務局により任命される。
全国に5 つのCSIA があり、それぞれに管轄区域がある。各CSTA は、中心的機能をもつ本部 と、
主に手当受給者への郵便物 の発送を担当する2 ～3 のUPS （生産・サービス単位:unitesdeproduc-tionetdeservices
）から構成される。CSIA とUPS は、1998 年において約千人の労働者を雇用して
いた16)。
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員会(commissionsparitairesquitraitentdesfondssociaux) の名前で→ 面的に管理されてい


































































ばF 二重登録j が求められる。ASSEDIC とANPE の提携が進む現在、「二重登録」といえるような









































）UNEDIC-ASSEDIC とANPE の関係については、2001年7 月1 日のPARE （雇用復帰援助プラン）導入以後、
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UNEDIC が失業保険の収入の一部をPARE の実施 のためにANPE に交付する一方、ANPE はUNEDIC にPARE
の進捗状況を報告し、ASSEDIC はANPE の行うPAP （個別援助プロジェクト）を監視し、必要に応じ
て失業手当を停止することとするなど両者の連携は続けられているが、ANPE からの報告が不十分であるなど
良好には機能していないようである。 厚生労働省編r 世界の厚生労働（海外情勢白書）2003JTKC 出版、2003
年、472-475 頁。14)JacquesBoutault,op.cit.,pp.38-45.Jean-JacquesDUPEYROUX,op.cit.,pp.1161
一口62.15
）JacquesBoutault,op.cit. 、pp.46-48.16
）Ibid。pp.48-49.17
）Ibid。pp.50-53.
